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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はコネキシン遺伝子ファミリーのメンバーです。コードされているタンパク質はギャップジャンクションの構成要素です。ギャップジャンクションは、細胞間チャネルの配列から構成され、低分子量物質の細胞間拡散経路を提供します。同じアイソフォームをコードする選択的スプライシングを受けた転写バリアントが報告されています。[RefSeq提供、2008年7月],機能：ギャップジャンクションは、コネクソンと呼ばれる膜貫通チャネルの密集したクラスターで構成され、低分子量物質はこれを介して細胞から隣接する細胞へと拡散します。,類似性：コネキシンファミリーに属します。ガンマ型サブファミリーです。,サブユニット：コネクソンはコネキシンの六量体で構成されています。,
	研究分野
	-
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	GJC1抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはGJC1ペプチドでブロッキングされている。
	

	GJC1 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	コネキシン45ポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット解析

